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かがっこ応援プロジェクト２０２３

事業全体のイメージ

【事業の目的】
子どもの成長を切れ目なく支える体制づくりと、妊娠期か

ら子育て期のすべての家族が安心して子育てできる相談支援

体制を充実させ、魅力と特色ある幼児教育を推進する。

【概 要】

１ 事業年度 令和５年度

２ 総事業費 102,703千円

３ 事業内容

事業全体の内容

① 子育て寄り添いおむつ事業 10,560千円

② 医療機関委託健診事業 1,981千円

③ 子育て応援ｽﾃｰｼｮﾝ窓口改修事業 15,900千円

④ 妊娠期からの子育て世帯への応援交付金事業 39,460千円

⑤ 不妊治療費助成事業 8,500千円

⑥ ヤングケアラー支援事業 2,434千円

第２子保育料無償化事業 9,574千円

幼児教育の質向上事業 14,294千円

４ 財源内訳

(個別事業の内容を参照)

かがっこ応援プロジェクト２０２３ 人への投資

妊娠初期から産前・出産・産後
のニーズに寄り添い、母子とそ
の家族が健やかに生活できる支
援体制を充実

１ 出産前からの伴走型支援

脱・孤育て

２ 養育コストの軽減

経済支援
すべての子育て家庭が安心して
出産、子育てできる手厚い経済
的支援の充実

３ 先進的保育・教育

主体性を育む
子どもが主体的に活動し、
それぞれの個性を引き出す
教育・保育の充実

新規

新規

拡充

新規

拡充

１ 伴走型相談支援事業

新規

２ 養育コストの軽減

３ 先進的保育・教育

新規

１



事業のイメージ（個別）

(１)① 伴走型相談支援事業
（子育て寄り添いおむつ事業）

【事業の目的】

地域の社会資源の活用や地域の人材による支援で、地域全体

で子育て家庭を支える加賀市版伴走型相談支援体制の更なる充

実を図る。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 10,560千円

２ 事業内容

(1)委託料 10,560千円

３ 財源内訳

国（子ども・子育て交付金（利用者支援事業） 2/3）

(人件費にかかる費用分) 2,463千円

国（母子保健衛生費国庫補助金 1/2）

(おむつにかかる費用分) 2,601千円

県（子ども・子育て交付金（利用者支援事業） 1/6）

(人件費にかかる費用分) 615千円

市（一般財源） 4,881千円

事業の内容（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

【伴走型相談支援事業（子育て寄り添いおむつ事業）内容】

１ 事業内容（保育士による継続した相談支援は県内初）
産婦家庭に対して保育士等の支援員による月1回の相談支援

に合わせておむつ等の配布を行う。
産婦の時期から地域の子育てに関する社会資源に行き来す

ることで、孤立防止と場所や活動を知る機会とする。

⑴ 対象者 生後３か月～１２か月までの乳児を持つ家庭

⑵ 委託先 加賀市社会福祉協議会

⑶ 相談受付・育児用品受取場所 市内児童センター６か所

＊子育て寄り添いおむつ事業
児童センター等で保育士等による月１回の
相談支援に併せておむつ等用品のお渡し

新規

出産準備パッケージ
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事業のイメージ（個別）

② 伴走型相談支援事業
（医療機関委託健診事業）

【事業の目的】

妊娠初期から産後に妊産婦が相談しやすい体制を整え、妊

産婦のニーズに応じたタイムリーな支援の充実を図る。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 1,981千円

２ 事業内容

(1)妊婦の初回産科受診料の助成 121千円

(2)妊産婦健診の交通費助成 180千円

(3)産婦健康診査（2週間）の公費助成 1,680千円

３ 財源内訳

事業費

国（母子保健衛生費国庫補助金 1/2 ※上限あり）

(1) 60千円

(2) 90千円

(3) 840千円

市（一般財源） (1) 61千円

(2) 90千円

(3) 840千円

事業の内容（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

【伴走型相談支援事業（医療機関委託健診事業）内容】

１ 事業内容
(1)産婦健康診査（2週間）の公費助成実施
・産後うつの増加（R3年度の加賀市の産後うつ疑いの割合

9.9％）の抑制と早期支援のため、従来実施している産後
1か月の健診に加え産後2週間時の健診費用の助成を行う。

(2) 妊婦の初回産科受診料の助成
・経済的事情等のある妊婦に対し、初回産科受診料の助成

を行う。

(3)妊産婦健診の交通費助成
・経済的事情等により交通の確保が困難な妊産婦に対し、
妊産婦健診を受診する際のタクシー代の一部の助成を行
う。

妊
婦
の
初
回
産
科
受

診
料
の
助
成

妊産婦健診の
交通費助成

産婦健診助成
（2週間・１か月）

新規

出産準備パッケージ
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事業の内容（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

事業の内容（個別）

④ 妊娠期からの子育て世帯への応援交付金事業

【事業の目的】
核家族化が進み、地域とのつながりも希薄となる中で、

孤立感や不安感を抱く妊婦・子育て家庭が安心して出産・

子育てできるよう、妊娠期から出産・子育てまで一貫した

伴走型相談支援を充実させる「出産・子育て応援交付金事

業」として、妊娠届出や出産届出を行った妊産婦等に対し

給付金を支給する。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 39,460千円

２ 事業内容

(1)事業費 34,500千円

(2)事務費 4.960千円

３ 財源内訳

(1)事業費

国（出産・子育て応援交付金 2/3） 23,000千円

県（県費 1/6） 5,750千円

市（一般財源 1/6） 5,750千円

(2)事務費

国（出産・子育て応援交付金 1/2） 2,480千円

県（県費 1/4） 1,240千円

市（一般財源 1/4） 1,240千円

新規

出産準備パッケージ

③ 子育て応援ステーション窓口改修事業

【事業の目的】
市民により相談しやすい環境を提供するため、子育て応援

ステーションの窓口カウンターを明るくオープンに改修する。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 15,900千円

２ 事業内容

(1)窓口改修にかかる委託料 15,900千円

３ 財源内訳

(1)事業費

国（子育て支援対策臨時特例交付金 9/10）

14,310千円

市債 1,200千円

市（一般財源 1/10） 390千円

４



かがっこ応援プロジェクト２０２３
事業のイメージ（個別）
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⑤ 不妊治療費助成事業

【事業の目的】
安心して子どもを産み育てる環境を整えるため、高額な不

妊治療を受けている夫婦の経済的負担の軽減を図ることで、
適切な治療が受けやすくなり、子どもを持ちたいという市民
の希望を叶える少子化対策を推進する。

【令和5年度 事業の概要】
１ 事業費 8,500千円

２ 事業内容

(1)補助金 8,500千円

３ 財源内訳

県（県補助金 1/2 ） 900千円

※県補助は先進医療分のみ

市（一般財源） 7,600千円

事業の内容（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

拡充

自己負担
50％以下
上限５万円

市
（県1/2補助）

一部保険適用外（自己負担）

保険適用
（70％）

自己負担（３０％）

市独自
不妊治療の
自己負担ゼロ

１ 一般不妊治療（タイミング療法、薬物治療、手術療法、人工授精など）
【～R4.3】 【R４.4～】

市独自②(県助成廃止分
を補填)

治療内容に応じ

10万円 or ３０万円

保険適用外（自己負担）

保険適用
（70％）

自己負担（３０％）

市独自

自己負担70％
上限15万円

市
（県1/2補助）

治療内容
に応じ

１０万円
or

３０万円
(市独自)

市独自

先進医療（ｵﾌﾟｼｮﾝ治療）
保険適用外（自己負担）

生殖補助医療
（体外受精、顕微授精）

保険適用外（自己負担）

市独自①(従来助成を
継続)

治療内容に応じ

10万円 or ３０万円

先進医療以外の自由診療

（ｵﾌﾟｼｮﾝ治療）

+

+

+

市助成金を上乗せ（経過措置）

先進医療
を施行し
ている施
設で不妊
治療を行
った場合

自由診療
を施行し
ている施
設で不妊
治療を行
った場合

２ 特定不妊治療（体外受精、顕微授精） ⇒ 生殖補助医療（体外受精、顕微授精）

【～R4.3】 【R４.4～】

事業のイメージ（個別）

治療内容
に応じ

１０万円
or

３０万円
（県）

助 成

６



かがっこ応援プロジェクト２０２３

事業の内容（個別）

⑥ ヤングケアラー支援事業

【事業の目的】

ヤングケアラーが、個人として尊重され、心身の健やかな

成長および自立が図られるよう、教育、福祉分野等と連携し

適切に支援していくために、ヤングケアラーの支援に関する

事業を総合的かつ計画的に推進する。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 2,434千円

２ 事業内容

(1)周知啓発のための講演会・研修会の開催 574千円

(2)学校、福祉部局とのヤングケアラー等の

情報の一元管理のための体制づくり 1,860千円

３ 財源内訳

(1)事業費

国（児童虐待防止対策等総合支援事業費補助金 1/2）

930千円

市（一般財源） 1,504千円

事業のイメージ（個別）

【ヤングケアラー支援事業内容】

１ 事業内容
①ヤングケアラー相談窓口の設置（子育て応援ステーション）
・ヤングケアラーコーディネーターを配置し、福祉部局、
学校現場も含めた教育部局、地域をつなぎ個別ケース支
援を強化する。

②教育現場での早期発見のための実態把握（教育委員会）
・各学校で行う生活調査で把握した児童生徒に対し学校での個
別面談と、家庭への支援が必要な場合は、子育て応援ステー
ションにつなぎ早期支援を行う。

③周知啓発のための講演会・研修会の開催
・学校現場、福祉関係者、民生委員や市民への研修会

④学校、福祉部局との情報の一元管理のための体制づくり

「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うようなケアの責任を引
き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っ
ているおおむね１８歳未満の子どものこと。

【ヤングケアラー】

新規

７



事業のイメージ（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

(２)①第２子保育料無償化事業

【事業の目的】
第２子以降の保育料を無償化（所得制限なし）し、子育

て家庭が更に安心して出産、子育てできる経済的支援を充
実させる。

【令和5年度 事業の概要】
１ 事業費 9,574千円

２ 事業内容

(1)利用者負担額の軽減 9,574千円

３ 財源内訳

市（一般財源） 9,574千円

事業の内容（個別）

拡充 家計にやさしく

保育料軽減

第1子軽減
低所得のひとり親世
帯など→半額など
さらに
・3歳児クラスから5歳
児クラスの子→無料
・０歳児クラスから2歳
児クラスの住民税非
課税世帯の子→無料

第２子軽減
① 同時入園→無料
② 低所得世帯→無料
③ 兄弟がいる世帯
→半額

第３子以降

無料

【～R4年度】

第２子以降 無料
（所得制限 なし)

【R５年度～】

第1子軽減
低所得のひとり親世
帯など→半額など
さらに
・3歳児クラスから5歳
児クラスの子→無料
・０歳児クラスから2歳
児クラスの住民税非
課税世帯の子→無料

県内市初

８



＜保育の質の向上のための構想策定・研修＞
1.基本構想の策定（～2024年）
①市内各保育園における「特色ある保育・教育」導入
推進プラン

②「特色ある保育・教育」にかかる全体研修
2.保育園での「特色ある保育・教育」の試行
①アトリエリスタ（芸術専門家）、ペダゴジスタ（教育専
門家）などによるサポート

＜保育園と小学校との円滑な接続＞
１.（仮称）幼保小連携協議会の設置
合同研修会、職員交流、パンフレット作成 など

事業の内容（個別）

(3) 幼児教育の質向上事業

【事業の目的】

子どもが主体的に活動し、それぞれの個性を引き出す

保育・教育を推進する。

実施にあたっては、well-beingを実現する「学校教育

ビジョン」とも連携し、レッジョ・エミリア・アプローチを

活用するなど、幼児期の学びの芽生えを就学後につなげられ

る体制を整備する。

【令和5年度 事業の概要】

１ 事業費 14,294千円

２ 事業内容

(1)研修費(報償費、旅費) 334千円

(2)委託費 13,750千円

(3)諸経費 210千円

３ 財源内訳

市（一般財源） 14,294千円

事業の内容（個別）

かがっこ応援プロジェクト２０２３

新規
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